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内 容 梗 概
従来日立製作所で製造されていた工業テレビジョンTIE-4型装匡に比べ,構成を簡単にした簡易型

工業テレビジョンTIE-2塾装置を新しく開発したので,その内容を説明した｡TIE-4型ほ主として電

工業方面において仕様･性能上特に高級を要する分野で利用されているれTIE-2型ほ一般放送用受像

機を賄えてあるすべての場所では,これにカメラよりの映像を直接写すことのできるもので,きわめて

簡単にITVの利用を可能としたものである｡すなわちカメラ,コントローラおよびカメラケーブルよ

り構成され,一般受像機に映像を写すものであって受像機ほITVを用いないときは一般商業放送を受

像することができる｡本文では本装置の系統,回路,動作などを説明する.=〉

されるものである｡

最近のように各企

言

トメーション化されつつあ

るとき,その主要な一環として工業テレビジョン装置

(以下ITV と呼ぶ)は産 の各分野より利用方法が調充

され,すでにわが国においても各方面で使用されるよう

になった｡一般にITVを使用する場合その利用日的は

次の二つに大別される｡第1にほITVを用いなければ

観察されないような場合,すなわち人間が近寄れない場

所で目標を監視するなど,ITV独白のインフォメーショ

ン機能を利用する場合である｡第2にほ帳簿の字面を離

れた場所におりながら観察しようというような場合,す

なわちITVを利用して時間･経費などを節約しようと

いう利用方法である｡ の中行走ばえとた 串の車輪

ールとどのような関係で動いているかを詳細に観察しよ

うというような場合などITVの利用ほ不可欠であって

第1の例に属する｡また階■ドにある 示板の数字などを

階上あるいは別棟の宅でITV受像機によりいながらに

して観察すれば事務能率などは格段に向上する｡これは

第2の例である｡

日立 作所のTIE-4 ITV(1〉ほ主として第1の目的

のた捌こ設計されたもので,すでに各方面において利用

されているが,今回製作されたTIE-2型ITVほ主と

して第2の目的のために設計されたものである｡もちろ

んこの両者の利用方法には碑然たる区別があるわけでは

なく場合に応じて適宜選択できることは当然であるが,

設計の板木方針においてTIE-2型ほ簡易廉価であるこ

とを主眼に置いたものである｡すなわちTIE-2型ITV

は,カメラ,コントローラおよびカメラケーブルよりな

り一般に普及している放送用のテレビ受像機をそのまま

用いて開国路テレビジョンを構成している｡回路方式は

きわめて簡単で取り扱いを容易とし,解像九 コントラ

スト 安定度などの性能もすぐれ各種用途にひろく利用

*
日立製作所戸塚工場

2.装置の概要

2.1構 成

TIE-2型ITVの基本構成はカメラ,コントローラお

よびカメラケーブルであって,必要に応じレンズターレ

ット,三脚などの付加装置を適宜利J二日することが~口†能で

ある(｡閉何路を構成するためには一般のテレビ受像機に

て良い｡第1図にTIE-2型構成の一例を示す｡

2.2 方式･回路の概要

走査および同期力式: 方式の基準については放送受

信用のテレビ受像機をそのまま使用するのでテレビ放送

方式に準拠しなければならない｡しかしITVにおいてほ

粕に送像側の-方式を簡一里にするため同期イ言分などほ多少

性能を犠牲にしても放送川のそれに比べきわめて簡単な

ものとしブラキングイ.;利こて代用している｡同期方式は

標準のテレビ受像機を使用する建前なので,電源非同期,

インターレース,60フィールドが性能上望ましいが,初

めに おり装置を ?-jlにし,かつ取り扱いを符易

にするため,電媒間期方式を採用し,同期信号の関係か

らランダムインターレースとなっている｡このため電源

周波数が50サイクルの地域では受像機の毎秒フィール

ド数ほ50 となるが,これほ一般テレビ受像機において

′

㌦､二⊥_∴‥_｣二!_､
第1図 TIE-2型ITV構成の一例
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なんら支障を認めないし〕また電沫同期としたため50サ

イクル地域でi･まわずかちらつきを感じるが,他面カメラ

ケーブルへの電池互譲導の影響が少なく.かつ照明電源に

対する特別の考恵も不必要となF)好都合である｡

映像帯域幅: 放送用のテレビ受像機の総合樟域幅は

ほとんど2.8､3Mc程度であることから映像増幅器の帯

域幅はこれを多少上lりJる値 3.2Mc租度とした｡

クランプ方式: 簡単なクランナ方式としては2柏管

尖頭値整流型のものが多く川いられるが,TIE-2型けこほ

これよぃ性能のすぐれているいわゆるキイドクランプ方

式を採川した｡Lかも真空管数ほ増さないようにゲルマ

ニウムダイオードとパルストランスを川いて1■_~り路を簡単

化している｡ を摘拓て｢ノ

/
■従臥つエ第 ると,ビデコン

水平偏向コイルを流れる電流匠よりコイル1刷紬こ発生す

る微分電圧をパルストランスi･こ加え,その二次側に現わ

れる図ヵモのような_白二いに鰍卜′1三の連なパルスをキイイング

パルスとして利川している､-Jそのほかの動作は洋通のク

ランプ回路のと二fごりである｡このクランプIl~り路の使用に

より,映像伝送｢=こ混入したハムなどを除くとともに,

クランプ回路以前の映像増偏儒の結合得昂匿よる低周波

損失を補職することができる｡このため糾合容量は小さ

い値のものを使用しうるので,映像増幅帯につきものの,

マイクロフォニツタノイズ,モーターポーティングなど

の悪影響を軽減することができる｡

RF発振器: ビデオ信一片で変調されるRFのキャリ

ヤ発振器は 波数90～108Mcの間を可変としている｡

これほテレビ放送の第1チャンネルから第3チャンネル

に相当する｡変調されたRF出力はカメラよりカメラケー

ブルを通してコントローラに送られインピーダンス整合

回路を経てテレビ受像機のアンテナ端子に接続される｡

(a)シャーシ表価

第4図 コ ント

3.各ユニット

の説明

力メラほ撮像管ビデコン

6198またほ6326,映像増幅轟

およびRF発撮器よりなり,

(b〕シャーシ矢面

ロ
ー

ラ r人]郁

＼

第5同 コントロー

ラ背画

真空管徽ほビデコンを含み4本である｡ビデコンのピー

ち如こは4木のマグネットロッドを位mし 構機●

を川いている｡集束機構の磁卯の不均一の補血まロッド

についている軟鉄製のシャントスリーブを動かして行つ

ているし=,ビーム集火の完全調整はビデコンの集束竃極の

直流電:庶を変化して行う｡舞3図(a)(b)にカメラ内部

∴ ､

コントローラはビデコンの水平および垂直の偏向回

路,ビデコン保護回路,ブランキング,垂直rl一昭瓢回路お

よび整流電源を含んでいる.｡第4図にコントローラ内部

を,第5図にうー字面を示す｡

第る図に示したブロックL卯こついて巨Il路を説明する

と,まずカメラ部ほビデコンと5U8を3本欄し､た映像

増幅汁淳よりなる｡ビデコンよりの映像信号出ノ｣は負荷抵

抗の両姉に生王,極性は光景の明るいとき負の側になつ

て現われる｡この出力はまず5U8の3樗描:;■;【;で低雑音

の増幅が行来れ,さらに5陶管i-7Ⅰ5で増幅されたのち,CR

によるハイビーカー回路を経て,次の5U8に入る｡こ

のハイビーカーにより,ビデコンターゲットの浮遊容量

と負荷抵抗により生ずる高域周波数の減衰分を補償して

いる｡第2の5U8の5極管部でほブランキング混合お

よび映像増幅が行われるが,このグリッドでは映像信号
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第6図 TIE-2型ITV ブロックダイヤグラム

第1表 TIE-2塑ITV主要仕様性能

(1)必要照度:5つ0ルクス以上

(2)許容外囲温度:カメラおよびコントローラ50つC(122CF)最大

(3)電源入力:90,100,110ヽ･r5)またほ60c/s単相

(4)現像.受像装置間の距離

カメラ コントローラ間:15〇m最大(カメラケーブル使用)
コソl∴PⅦラ 受像機間:10C-2V同軸ケーブル使用の場合600m

(5)撮像管:1インチ ビデコン 6198またほ6326

(6)レンズ:35mmおよぴ16mmカメラ用レンズ使用

(焦一〔1ミ調整は手動)

(7)走査方式:ランダムインターレース

(8)走査縦数= 525本(630木)括弧内は5つc/s用を示す

(9)毎秒像数:30枚(25枚)

(10)水平走査j.那変数:15.75kc

(11)映像帯域幅:3.2Mc

(12)水平解像力:300本以上

(13)同期方式:電源同期

(14)走査歪:7%以下

(15)同期信号職人方式:ブラッカザソブラック

(16)RF出力:9D～108Mc O.1ヽ'以上

(17)出力インピーダンス:300£2(または75〔2)

(18)寸法 重量

カ メ ラ:高154 幅 93 奥行3DO

コこ/†､ローラ:高204 幅321 奥行234

カメラケーブル:≒畠‖径18芯内3芯同軸

(19)操作川つまみ

ビデコンターゲット

ビデコンビーム

ビデコンフォーカス

スタビリティ

電源･テレビ放送･ITヽ･r･切挟スイッチ

約 3kg

約10kg

がキイドクランプにより固定され,またカソードにほ垂

直ブランキングパルスを加え,プレート回路の分圧抵抗

を通して水平ブランキングパルスを挿入して映像信号に

ブランキング†詔小計混合しているこ そしてこのプレート

回路に挿入されたゲルマニウムダイオードを用いたクリ

ッパーにより適干上1なブランキングレベルに勢断してい

る｡このレベルの調整はコントローラの"STABILITY

調

第40巻 第9号

"を変化することにより,プ

レート側とクリッパーダイオード

の直流電圧を調整することにより

行う｡かくてブランキング信号の

混入した映像 号ほ最終の5U8

の3極管変調器のグリッドに供給

されまたこのカソードにほ5U8

の5極管部の電子結合RF発振器

より供給されるRF電圧が加えら

れ,このRF電圧を映像信号で変

調した出力が容量を通して同軸ケ

ーブルに供給される｡

コン∵トローラはカメラ垂直偏向

部,カメラ水平偏向部ビデコン保

護凹路および電源部に大別され

る｡垂直偏向部はブロッキング発

振器および成形増幅器よりなりブ

ロッキング発振周波数は電源周波

数にロックされている｡このブロ

ッキング発振器の出力ほCRによ

り鋸歯状波に成形され増幅されてケーブルを通してビデ

コソ偏向コイルに供給される｡またブロッキング発振器

のグリッドに生ずるパルスを成形増幅して垂直ブランキ

ング′くルスを作りカメラに供給している｡水平偏向回路

ほ15.75kcの正弦波発振電圧をCRにより成形増幅して

鋸歯状波電流をカメラの偏向コイルに与えている｡

ビデコソ保護回路ほ水平および垂直出力の一部を整流

しリレー制御管の第1格子および第3格子に加える｡リ

レー制御管は整流電圧が加わっているときのみプレート

電流が流れてリレーを動作させるが,水平,垂直の 流

目_け]の一方あるいは両方がなくなった場合,リレー制御

管の電流が減少してリレーを復旧させる｡これによって

ビデコンの加速電極の電圧を断ちターゲットに電流が流

れないようにしている.｡

回路の動作ほ以上のとおりであるが,カメラ,コント

ローラ,受像器を組合せた場合の主要性能を弟1表に示

す｡

4.動作上の諸問題

カメラレンズ:本カメラに使用するレンズほ16mm

Cマウントあるいは35mm ライカマウントのものであ

ればいずれも使用できるがビデコンカメラは 度の点で

比較的小さいりとでレンズを使うことと,ビデコンフェ

ース上の有効面積が3/8′′×1/2りという小さい値なので特

に解像力のすぐれたものが必要である｡.一般iこ広角レン

ズよりも標準レンズ以上の長焦点レンズの方が解像力の

点からほ望ましい.｡
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第7図 TIE-2型ITVのレンズ絞りと所要照度

第8図 受 像 画 面(外 景)

被写体の明るさ: ビデコンカメラはイメージデセク

ターやアイコノスコープを使用したカメラより感度は良

いが,放送用のイメージオルシコンカメラに比べるとな

お1桁以上感度が低い｡したがって被写体の照度が低い

とビデコン出力電流が小さく映像 旨電圧も小さいため

初段ショットノイズによってS/N値が低下し画面に雑

音が目だつことになる｡参考のため舞7図にレンズ絞り

と所要照度との関係を示しておく｡

受像機: 弟8図に一般受像機による受像画面を示し

たが,最終解像力は受像機のそれによって限定されてい

る｡なお,先に述べたとおり放送用テレビジョンのよう

な完全形態の同期信号を使用せずきわめて簡略化してい

るため,たとえば,垂直パルスにおいてほ 化パルスを

欠いているため,垂直ブランキング期間ほ水平同期が失

われ,走査始まりの期間でほ水平走査が数本乱れること

ほ避けられないが,第8図でも明らかなように有効画面

にはほとんど影響を認められない｡第9図にはテレビ放

送を受像した場合と,ITVカメラ信号による場合とで主

要回路の波形比較を行ったものを示している.｡

高周波減衰器:TIE-2塾の映像出力は0.1V/300･nで

申〔ねニ､七丁よ血二映像増幅度出力波形(ITV) 映像増幅度川力波形(TV放送)

±ナニニ
微分回路出力(ITV)

(タイムマーカ1/･∠S波高値P-P18V)

微分回路出力(TV放送)

波高値(P-P17V)

･･--

-ニ

積分回路出力(ITV)

(タイムマーカ0.1ms波高値P-P15V)

損分回路出力(TV放送)

(波高値P-P6V)

第9図 受像機各部波形(ITVとTV放送を受

像した場合の比較)

あり,テレビ受像機の動作範囲ほ1InV～100mV程度で

あるから,もちろんそのまま使用できるが,放送電波の

微弱な場所では放送とITVとを切り換えた場合もAGC

を変化せずに使用しうるよう簡単な抵抗減衰器などを挿

入した方が良い｡

5.結 言

以上述べたようにTIE-2塾ITVは簡易型工 用テレ

ビジョンとして設計され,一般の受像機を持っていると

ころでi･ま,そのアダプタのごとき安易さで任意の対象

物を自己の受像機に映し出すことができる｡TIE-2塑

ITVほ電気的性能としてほ,最終モニタに一般受像機

を使用する場合の必要十分な繰にとどめもつぱら動作安

定,取扱簡易,価格低廉を目標としたもので,これによ

ってITVが産業商 の各分野においてさらにいつそう

広く利用され,人員･時間･経費の節減に積極的に貢献

することを願うものである｡

終りに本機の完成に終始御指導をいただいた日立製作

所戸塚工場侭田課長ほじめ工場の関係者各位に厚く御礼

申し上げる次第である｡
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